
スミセイVitalityカップ ＪＶＡ第46回全日本バレーボール小学生大会 京都府大会開催要項 
主     催    公益財団法人 日本バレーボール協会／日本小学生バレーボール連盟／読売新聞社 
後     援    京都府教育委員会／京都市教育委員会／公益財団法人日本スポーツ協会日本スポーツ少年団 
特 別 協 賛  住友生命保険相互会社    
協     賛    ゼビオグループ／デサントジャパン株式会社／株式会社ピーアンドピー浜松／丸大食品株式会社 
協     力    株式会社プレナス 
オフィシャルボール  株式会社モルテン／株式会社ミカサ 
主     管    京都府バレーボール協会／京都府小学生バレーボール連盟 
         スミセイVitalityカップJVA第４６回全日本バレーボール小学生大会京都府大会実行委員会 
 
１．開催日程と試合会場 
    【ブロック大会】各支部において２０２６年５月２日（土）～６月７日（日）の期間に開催される。 
    【決勝大会】２０２６年６月２０日（土）にっしんでんきアリーナ京都・京都市市民スポーツ会館体育館 

２８日（日）城陽市民体育館 
・両日ともに、受付は会場準備の終了後となる。なお各チーム大人１名は会場設営に協力いただきたい。 
・受付終了後、１日目は開会式を行う。別に、２日目の決勝戦終了後、表彰式・閉会式を行う。 

 
２．参加資格       

(1)２０１４年４月２日以降に生まれた者で、２０２６年５月１日現在、国・公・私立の小学校及び各種学校に在
学していること。 

(2)公益財団法人日本バレーボール協会加盟団体登録規定に基づき、２０２６年４月１日以降、京都府大会ブロッ
ク大会参加申込締切日（支部ごとに設定）までに、公益財団法人日本バレーボール協会-MRSの登録を済ませるこ
と。尚、スポーツ少年団に加盟しているチームも、同様の手続きを済ませること。 

 
３．参加規定       

(1)全てのカテゴリーにおいて決勝大会への参加チ－ムは、ブロック大会の結果、ブロック代表として推薦された
チ－ムであること。カテゴリーごとのブロック代表数は、ブロック大会参加申込チーム数（男子・混合は２チー
ムにつき、女子は３チームにつき１代表）による。 

(2)監督の責任において、選手保護者から大会参加の承諾を得た上で、大会に参加すること。 
 
４．チ－ム編成  

(1)全ての大会（ブロック大会・決勝大会）において、チームは監督１名、コーチ２名まで、マネージャー１、選
手１４名以内とする。 

(2)決勝大会に出場するチームは、監督、コーチ、マネージャーは同一団体に限り変更できる。選手については、
同一団体内で参加資格を満たしているものであれば、ブロック大会時と違う選手に交代してもよい。ただし、同
一団体であっても、他の部門に参加している場合には、大会期間中（予選から本大会）は他のチームの構成員と
して参加することはできない。同じ部門に２チーム参加している場合には、敗戦したチームのメンバーも含めて
1チームに編成し直して申し込みをすることができる。 

※全国大会においても同一団体内で参加資格を有しているものであれば、都道府県大会時と違う選手に交代しても
よい。 

(3) 監督・コーチは成人であること。又、ベンチスタッフのうち１名以上は、JVAベーシックコーチライセンス、
日本小学生バレーボール連盟認定指導者または公益財団法人日本スポーツ協会認定バレーボールスタートコーチ
・コーチ1～4のいずれかの資格取得者でなければならない。 
又、試合時には証明書等を胸にさげていなければならない。  

(4) 全国大会出場においても指導者資格は（３）と同様となる。  
(5)ベンチスタッフは、ＪＶＡ-ＭＲＳに登録され、かつ、宣誓書を提出した者に限る。（ＭＲＳに役員登録してい

る者もチームスタッフとして登録が必要。） 
ベンチスタッフの服装は監督を基準に全員が揃っていること。短パン、タンクトップは不可とし、監督、コー
チ、マネージャー章を各チーム側で用意し、必ず左胸に付けること。 
ただし、小学生がベンチスタツフとして入る場合、短パンを認める（選手と同じユニフォームは不可）。シャ
ツの色は他のベンチスタッフと異なってもよい。 

(6)成人のベンチスタッフは、日常子どもたちの健全育成を目指して指導に当たっている都道府県大会実行委員会
が認めた者であること。暴力、暴言、セクシャルハラスメント等、指導者として不適切な行為を行っている者の
出場は認めない。 

(7)他都道府県在住であって、新年度の登録の際に移籍登録した選手はベンチには３分の１以内とする。また、コ
ート上には２名以内とする。他都道府県在住であっても、前年度までに登録していればこの制限の対象とはなら



ない。監督は試合時に、新年度移籍登録選手の番号を審判員と確認しておくこと。 
(8)混合の部では、コート内に男子及び女子が常に1人以上いること。 
 

     ※京都府内のみの規定として、主催者が確認の上、カテゴリー登録が別で活動母体が同一の団体については、
どちらかの監督であってもチームスタッフの兼任を認める。但し、監督を兼任することはできない。試合へ
の参加は６人制競技規則に準ずる。 

 
５．競技規則        ２０２６年度 公益財団法人日本バレーボール協会の定める６人制競技規則による。 

但し、別に定める小学生バレーボ－ル競技規則を適用する。 
 
６．競技方法        

【ブロック大会】方式はブロックに任せるが公正な方法とする。 
【決勝大会】全てのカテゴリーで２日間を通したト－ナメント方式にて実施し、最終試合を決勝戦とする。 

 
７．使 用 球   

公益財団法人日本バレーボール協会が公認する人工皮革軽量４号球カラーボール「男子・混合：ミカサボール
(V400W-L)／女子：モルテンボール(V4M5000-L)」を使用する。 
※ボールの内気圧については６人制競技規則に準ずる。 

 
８．表   彰  決勝大会の男女及び混合の部各１位から３位まで表彰する。 

 京都府大会の結果、それぞれのカテゴリー１位チームは、スミセイVitalityカップJVA第46回全日本バレーボール
小学生大会全国大会(２０２６年８月３日（月）～６日（木）東京・神奈川・千葉)へ出場する権利と義務が生じる。 

 
９．申   込  

【ブロック大会】各チ－ムは、所定のブロック大会参加申込用紙（京都小連ＨＰからダウンロード、もしくは各
支部幹事より配布されたもの）に入力し、ブロックごとに設定する申込期日までに各支部理事に提
出すること。 

【決勝大会】ブロック代表チームは、日小連からの通達により、JVA-MRSを使い決勝大会への申し込みを行うこと。
その作業はブロック代表決定後速やかに行い、最終申込期限は６月９日（火）２０時とする。 

          ※締切日時以降や他の方法による参加申し込みは、一切受け付けない。 
 
10．決勝大会参加料   １チ－ム ７０００円 ※口座振り込みをすること 
           郵便振替口座［００９８０－３－１４０８５３ 京都府小学生バレーボール連盟］ 
           ※『大会名』『チーム名』を記入すること 
 
11．決勝大会代表者会議と抽選会 

６日１３日（土）１９時より、京都アスニー（３階 第２研修室）にて行う。 
※チーム代表者は必ず出席すること。【会場の関係で、各チーム選手１名大人１名までとする】 
※やむを得ず欠席する場合は、大会事務局に連絡の上、チームの責任でホームページにて組み合わせ等
を確認し、必要な対応をすること。 

 
12．服   装 

(1)選手の背番号は１～９９とするが、１～１４番が望ましい。 
(2)ユニフォームの背番号の色は、ルールに則って地の色と対照的な色を使用し誰もが見え易いものにすること。 
(3)混合チームのユニフォームは、相手チーム、観客、レフェリから見て明瞭に男女の区別ができるように、男女

のユニフォームのカラーやデザイン面に注意すること。（JVAユニフォーム規定図解リベロプレーヤーのユニ
フォームを参照） 

(4)ユニフォームの胸部もしくは背部にJVA-MRSに届け出たチームネーム又はそれを特定できる略称を付けること。 
 
13．そ の 他  

(1)大会期間中に選手が負傷したとき、応急手当(医師にみせるまでの応急処置)はするが、それ以上の責任は負わ
ない。 

(2)各チームはスポーツ傷害保険に必ず加入すること。 
(3)大会運営上、相互審判となるので、今年度変更された点も含め競技規則やその取り扱いを熟知した上で、大会

に参加すること。合わせて、ファースト・セカンドレフェリー、スコアラーができる成人３名が同行すること。 
 
14．大会事務局  理事長 富田 博二 【 hi718-tomita@edu.city.kyoto.jp 】 

(勤務先：京都市立桂徳小学校 ＴＥＬ 075-381-7037※平日16:30～17:30) 
※公立小学校の電話番号です。急ぎではない問い合わせ等は電子メールを利用してください。 

mailto:hi718-tomita@edu.city.kyoto.jp

